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116 北米族行記（由7Pt一一一一清） 天界155
たまS，AIlegheny山脈を曲折して横切るのである．今まで見なれた廣い李野
は清えて，山と谷との閥を汽車はうねり行く．ハリスバ1グ，アルト1ナ，ジ
オンスタウン等の市は何れも多少の人口を擁し，族人の限を惹く．（つ蝋）
　　　　　　　　　　　　花　山　だ　よ　リ
　断に北山は時雨れてみる．赤々と燃えるス同ヴの傍で，松の楕を鳴らす
木枯しを聞いてみると，遠くで幕進ずる列車の轟，績いて汽笛が一馨追ひ迫
る様にしボドと聞こえる，花山の風の夜は，何んだか冬籠りと言った感じで
ある．夕食後の一と時を花山だよりでも書かうかと筆を取ると，何虞からか
ギタ1の音がぴゴいて來る．
　少し二二に回するが大きな出來事と言へば先づ第一は，久魎宮若宮殿下の
花山行啓を仰いだ事6ある．此の光榮の日は昭和八年十月28日土曜日の午後．
當時相櫓，山本憂長は日本弓術三二の廣島総記へ出席のため御不在だつたの
で，上田教授が二二内申し上げる爲め定刻少し前にlilへ來られる．績いて，
宮殿下御三三中の京都府立山一中肇校長並に職員宇品や，御三友達激名も來
られる．斯くて午後2時学頃，御召自動車は本館立關に御着．宮殿下には直
ちに慮接室に入らせられ，三三にで三三一同に拝謁を賜はる．終って乱心御
一巡，先づ大赤道儀室，次いで本館露藁，iEkfSでは彗星捜素機で此叡山頂を
御覧に入れる．績v・て時計室，子午線館，46糎反射鏡，太陽館，天文爲眞陳
列棚等を御案内申し上げ，最：後に圃書室で幻燈を映爲して御覧に供した．此の
聞約2時聞，種々の御説明をいとも御熱心に御三取遊ばされて，5時少し前
御機嫌麗はしく御羅館遊ばされたのであった。
　11月24日は雨天であったが突然，京大岸書記官の案内で，大阪帝大総長長．
岡雫太郎博士が参細こ來られたので山本先生が，構内を御案内された．
　吾等の公文さんが12月1月に蹄って來られた．然かも，非常時日本に適はし
い否，非常時日本を背負って立つ有爲の青年将校となって蹄って來られた・
その御祀に，翌日三島亭で公文少尉殿激迎會が開かれた，流星1観測慰勢會を
襲ねてではあったが甚だ盛大に………．此れから暫らくの闇花山はきっと戦
孚談に花が嘆く事であらう、　　　　　　　　　　　　　　　　（星見山人）
